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治療・検査

看護の特徴

 病棟は20床の開放病棟です。10代から⾼齢の⽅まで幅広い年齢の⽅が⼊院しています。
 うつ病や躁うつ病・幻覚妄想状態の⽅、摂⾷障害など様々な⽅に対し、安⼼して療養できるよう
環境を整え、患者さん一人一人の個別性を尊重し、ニードに応じた継続性のある看護ケアを提供し
ています。
 また、精神的な病気に加えて、⾝体的な⼿術等の治療が必要な⽅や、⾝体疾患の治療中に精神的
問題を抱えた⽅に対しても⾝体的・精神的な看護を提供し、早期回復できるよう⽀援しています。
 30⽇以内の早期退院を目指し、患者さんの状態に応じて医療と看護を提供し、患者さんの強みを
活かしてその人らしく地域で⽣活できるよう、ソーシャルワーカーや作業療法⼠、医師などの多職
種による定期的なカンファレンスを⾏い、情報の共有や、退院後の⽣活を⾒据えた社会資源の導⼊
について話し合っています。
 医師が⾏う定期的な⾯談（精神療法）に同席し、患者さんやご家族の意向を確認し、理解度の確
認や意思決定の⽀援、治療への参画の⽀援を⾏っています。

5階⻄病棟

精神科

20床

看護師⻑1名、副看護師⻑2名、看護師14名

気分障害、器質性精神障害、統合失調症、摂⾷障害、不安障害、睡眠障害、精神障害に合併した⾝
体疾患など

精神疾患の一般診療の他、急性期の治療や複雑化した病態の診断や治療、および精神障害に合併し
た⾝体疾患治療を⾝体診療に携わる他科と協⼒して⾏っています。⿇酔科医管理のもとで、薬物療
法に抵抗性のうつ病や統合失調症に対する修正型電気けいれん療法（ｍ­ECT）も⾏っています。
⾝体疾患の治療で⼊院された⽅の精神的問題等に対し、多職種からなる精神科リエゾンチームがサ
ポートをしています。睡眠障害の睡眠状態を調べる睡眠ポリグラフ検査（PSG）や、昼間の眠気を
調べる睡眠潜時反復検査（MSLT）を⾏っています。

診察室（⾯談） 病棟廊下 睡眠検査


